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【学力向上を図るための基本方針】 

○区立南田中図書館と連携し、並行読書等を推進し、読書の質

や読書量を向上させ、活字に親しむ学校づくりを目指す。 

○全ての学習にわたって言語活動を充実させ、「課題をもつ・

わかる・身に付ける・生かす」を学習指導の目標にして、学

習指導要領に示された基礎・基本の確実な定着を図る。 

○児童の興味・関心を生かした課題を設定し、自主的・自発的

な学習方法を身に付けさせることにより、思考力・判断力・

表現力の育成を図る。 

○家庭や関係機関との行動連携を進め、基礎生活能力を培うな

ど学力の向上を図る。 

○実物投影機等の ICT を活用し、課題提示や意見交流を活発に

行い、学習内容を確実に身に付けさせる。 

 

 

 

自ら学び 

自ら考える力 

「学んだこと

を生かす力」 

 

基礎・基本 

「各教科等の目標・内容」 

基本的な生活能力 

「基本的な生活習慣・学習週間など」 
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本 校 の 授 業 改 善 に 向 け た 視 点 

指導内容・指導方法の工夫 教育課程編成上の工夫 校内における研究や研修の工夫 評価活動の工夫 家庭や地域社会との連携の工夫 

・体験的・問題解決的な学習を重

視し、児童の意欲を大切にして、 

学ぶ力の育成に努める。 

・算数の少人数授業を中心に、個

に応じた指導の工夫に努める。 

・夏休み教室や放課後学習などを

活用し発展的な学習、補充的な

学習の充実を図る。 

・考える力を高める学習活動を工

夫する。 

・実物投影機や液晶プロジェクタ

ーなどの学級の教育機器を活用

し、授業改善に努め、「発表す

る力・伝える力・聴く力」を高

める。 

・みなみん学級と通常学級との交

流や共同学習を計画的に行い、

障害理解の啓発を推進してい

く。 

・学校図書館を活用するとともに、

区立南田中図書館との連携を推

進し、主体的に学習に取り組む

児童の育成に努める。 

・朝学習、朝読書の時間を計画的

に行うとともに、基礎学力の定

着や表現力の育成に努める。 

・余剰時数を多く活用することに

より、基礎的・基本的な学力の

定着を図る。 

 

・国語の研究に取り組み、言語活

動の充実を推進し、「自分の思

いや考えをもち、表現できる子

の育成」を目指す。 

・区立南田中図書館と連携し、読

書の質や量を向上させる。 

・日常的な授業公開を行い、教員

相互の授業参観を実施する。 

・学期一回生活指導や人権尊重教

育に関する研修会を行い、指導

に生かす。 

・小中一貫教育の推進により、児

童の学びの連続性を図る。 

・自己申告書に基づいた実践力を

高める。 

・各教科における評価計画および

評価基準の見直しを図り、適切

な評価を行う。 

・児童一人一人の肯定的な評価や

個を伸ばす評価を工夫する。 

・学校公開の保護者の感想、学校

評議員や保護者の外部評価や児

童による自己評価を分析し、課

題を明らかにし、全教員が共通

理解をしたうえ、日々の指導に

あたる。 

・年間８回の土曜授業を実施する。 

・日常的な授業公開を通して、保

護者がいつでも参観できるよう

にする。 

・道徳授業地区公開講座の内容を

工夫し保護者や地域の方々が参

加しやすい行事にしていく。 

・学校評議員会を年３回実施する。 

・地域行事に積極的に参加する。 

・学校評価を次年度の教育活動に

反映させ、指導の充実・向上に

努めるとともに、その結果や成

果を保護者・地域の皆さんに発

信していく。 

 

日本国憲法 

 教育基本法 

 学校教育法 

 学習指導要領 

 

 

東京都 

 

教育目標 

 

 

練馬区 

 

教育目標

    

 

学校教育目標 
   
◎よく考え 進んで学ぶ子 

○心も体も たくましい子 

    ○仲よく 助け合う子 

児童の実態 

教育実践と評

価 

 

 

保護者や地

域の期待・

願い 

 

 

社会の要請 

新たな 

教育課題 
 

 

学校経営方針（学力向上にかかわる要点） 

○区立南田中図書館と連携し、活字に親しむ学校づくりに努める。 

 

○基礎・基本の確実な定着をさせるとともに、それらの活用を図り、思

考力や判断力、表現力を育成するため、計画的な指導を行う。 

 ・児童自ら課題を発見し、よりよく問題を解決する能力や態度を育て

る授業を行う。 

 ・個を生かし伸ばす学習指導の方法を工夫する。 

 ・学習の充実感を味わうことのできる評価方法を工夫する。 

  

各教科の指導の重点 

・基礎・基本の定着 

・考える場や自分の考えを発

表する場の設定 

・考えを認め合い学び合う場

の設定 

・個に応じた指導の工夫 

・習熟度や興味関心に応じた

学習形態の工夫 

・体験学習の推進 

・問題解決的学習の推進 

・よさや可能性を伸ばす評価

の工夫 

・言語活動の充実 

総合的な学習の指導の重点 

・自ら課題を見付け、自ら学

び、自ら考える活動の展開 

・学び方やものの考え方を身

に付ける活動の推進 

・各教科との関連による深化 

・自然や社会体験活動の推進 

・自ら学ぶことの習慣化 

道徳指導の重点 

・道徳的心情の育成 

・道徳的判断力、道徳的実践力

の育成 

・人権を尊重する態度の育成 

・道徳授業地区公開講座による

家庭・地域との連携 

特別活動の指導の重点 

・心身の調和のとれた発達と個

性の伸長 

・集団の一員としての自覚と望

ましい人間関係の育成 

・自主的な問題解決力の育成 

生活指導の指導の重点 

・基本的な生活習慣の定着 

・望ましい人間関係の育成（み

なみん学級との交流も含め） 

・教育相談の充実 

・安全指導の充実 

進路指導の指導の重点 

・自己肯定感を高める指導 

・他者肯定感を高める指導 

・夢や希望をもち努力する態度

の育成 

学校番号６２ 


